




【研究目的】 

札幌市では,昭和59年4月から,全検体について,HPLCに高感度な電気化学検出器を装着し,

ろ紙中の VMA,HVA の定量を試料の導入からデータ処理まで,すべて自動化したシステムで

スクリーニングを実施している。 

今回,さらに操作の簡便化と精度の向上を図る目的で,尿ろ紙中の VMA,HVA を,酢酸エチル

抽出を行わず,簡単な振とう抽出のみで測定する方法(直接法)を開発した。 


